
提出書類作成上の注意事項（助教） 

 
１． 履歴書（様式１） 

(1) 年月は西暦で記載してください。 

(2) 学歴は高校卒業以降のものを記載してください。 

(3) 免許・資格は医師免許の他，学会認定医，専門医，指導医等を記載してください。 

(4) 職歴・研究歴には外国出張も含まれます。出張先と期間を記載してください。 

 
２． 業績目録（様式２） 

(1) 学術論文 

1) 著書， 原著（ 症例報告も含む）， 総説， その他の項目に分け， 欧文， 邦文別に， 年

月順（現在→過去）に記載してください。 

2) それぞれの項目について，一連の通し番号を付してください。 

3) 学位論文については，題名の後に「（博士論文）」等と記載してください。 

4) 査読ありの論文については，題名の後に「（査読あり）」と記載してください。 

5) 博士の学位を有していない方は，代表論文１編の別刷り（論文のコピーでも可）を添付

してください。 

6) 共著の場合は，本人の氏名（下線を付すこと）を含め，著作者全員の氏名を，当該著書

等に記載された順に記載してください。 

7) 抄録は記載しないでください。プロシーディングスは原著の項目の最後に一括して記載

してください。 

8) 投稿中の論文は，受理されたもののみ記載し，受理証明の書類を添付してください。 

(2) 学会発表 

1) 国際学会，国内学会に分け，それぞれについて，特別講演，シンポジウム，パネルディス

カッション， ワークショップ，一般演題の区分を明示し記載してください。 

2) 地方会発表は記載しないでください。 

3) 本人の氏名（下線を付すこと。）を含め，発表者全員の氏名を記載してください。 

 
３． 参考事項（様式３） 

(1) 科学研究費などの取得状況 

1) 文部科学省関係に限らず，厚生労働省やその他公私団体の研究助成金，奨学助成金を含

めて記載してください。 

2) 年月順（ 現在→過去）に，題目，交付機関名，種目，代表者・分担者の別， 獲得年度

とその期間，研究費（直接経費，分担者は総額・分担額）を記載してください。 

(2) 加入学会 

1) 加入学会名のほか，役職名も記載してください。※学会の役職とは，理事，監事，評議

員， 幹事等のことです。 

2) 学会活動として，例えば編集委員等を務めている場合は，その旨記載してください。 

(3) 教育活動 

最近５年間の講義，実習，セミナー等の実績を簡潔に記載してください。 

(4) 診療活動 

最近５年間の診療実績を簡潔に記載してください。 



 
履 歴 書 

＜ 作 成 例 ＞ 

（様式１） １９９９年 １月１８日現在 

(ふりがな) 

氏 名 

あき た いちろう 

秋 田 一 郎 印 

 
生年月日 

 
１９６０年８月２４日生（３８歳）

男 

勤

職 

務 先

名 

〇〇大学医学部附属病院 

○○科 医員 

住 所 秋田市〇〇・・・ 

電 話（▽▽）▽▽－▽▽ 

メール ○○@････ 

本 籍 

（都道府県名） 

 
○○県 

現 住 所  〒 -  

○○市・・・町・・・ 

 

 
学 

  

 
歴 

 
１９○○年 ３月 

１９○○年 ３月 

１９○○年 ３月 

  
○○県立○○高等学校 卒業 

○○大学医学部医学科 卒業

○○大学大学院医学研究科 修了 

 

 
学 

  
位 

 
１９９０年 ３月 

  
博 士（医学） （ ○○ 大学） 

 

 

 

 
免許・資格 

 
１９８５年 ３月 

１９○○年 ○月 

１９○○年 ○月 

１９○○年 ○月 

  
医師免許証 （医籍登録番号 第 １２３４５６ 

○○学会 認定医 

○○学会 専門医 

○○学会 指導医 

 
号） 

    
１９９０年 ５月 

  
○○大学医学部附属病院 医員（研修医） 

 

   
１９９２年 １月 

 
○○総合病院 嘱託医 

 

   
１９９５年 ８月 

 
○○病院 医師 

 

職 
 

歴 １９９７年１２月 
 

○○大学医学部附属病院 医員 
 

研 究 歴     

   
現在に至る 

   

 
賞 

  
罰 

 

秋田大学大学院医学系研究科 



業 績 目 録（No.1） 

（様式２） （氏名）秋田 一郎 

秋田大学大学院医学系研究科 

 

 

 

 

番 号 著 書 

 
１ 

（邦文） 

本道二郎，蓮沼花子，秋田一郎，糠塚三郎

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

pp12-34，〇〇書店，東京，2019 

 
《著作者名，著書名，最初の頁－最後の頁，発行所, 発行地, 発行年》 



業 績 目 録（No.2） 

（様式２） （氏名）秋田 一郎 

秋田大学大学院医学系研究科 

 

 

 

 

番 号 原 著 

 
１〇 

 

 

 

 
２ 

 

 

 

 
３ 

 

 

 

 
４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 

 

 

 

 
２ 

（欧 文） 

Ichiro Akita，Jiro Hondo，Hanako Hasunuma，Saburo Nukaduka 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（査読あり） 

Scientific journal（epub ahead of print），2021 

 
Ichiro Akita，Jiro Hondo，Hanako Hasunuma，Saburo Nukaduka 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（査読あり） 

Scientific journal（in press），2021 

 
Jiro Hondo，Ichiro Akita，Hanako Hasunuma，Saburo Nukaduka 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（査読あり） 

Scientific journal，12:345-678，2020 

 
Ichiro Akita，Hanako Hasunuma，Jiro Hondo，Saburo Nukaduka 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（博士論文）（査読あり） 

Scientific journal，23:456-789，2017 

 
《著作者名，題名（査読の有無），雑誌名，巻:最初の頁－最後の頁，発行年》 

 

 
（邦 文） 

 秋田一郎，蓮沼花子，本道二郎，糠塚三郎

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（査読あり） 

日本〇〇学雑誌 12，34-56, 2019 

 
本道二郎，蓮沼花子，秋田一郎，糠塚三郎

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

日本〇〇学雑誌 23，45-67, 2019（査読なし） 

 
《著作者名，題名（査読の有無），雑誌名，巻:最初の頁－最後の頁，発行年》 

 

 



業 績 目 録（No.3） 

（様式２） （氏名）秋田 一郎 

秋田大学大学院医学系研究科 

 

 

 

 

番 号 総 説 

 
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 

 

 

 

 
２ 

（欧 文） 

Jiro Hondo，Ichiro Akita，Hanako Hasunuma，Saburo Nukaduka 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（査読あり） 

Scientific journal，23:456-789，2020 

 
《著作者名，題名（査読の有無），雑誌名，巻：最初の頁－最後の頁，発行年》 

 

 
 

（邦 文） 

 秋田一郎，蓮沼花子，本道二郎，糠塚三郎

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（査読なし） 

日本〇〇学雑誌 12，34-56，2020 

 
本道二郎，蓮沼花子，秋田一郎，糠塚三郎

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（査読あり） 

日本〇〇学雑誌 23，45-67，2019 

 
《著作者名，題名（査読の有無），雑誌名，巻：最初の頁－最後の頁，発行年》 



業 績 目 録（No.4） 

（様式２） （氏名）秋田 一郎 

秋田大学大学院医学系研究科 

 

 

 

 

番 号 そ の 他 

  



業 績 目 録（No.5） 

（様式２） （氏名）秋田 一郎 

秋田大学大学院医学系研究科 

 

 

 

 

番 号 学 会 発 表 

 
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 

（国際学会） 

Ichiro Akita，Jiro Hondo，Hanako Hasunuma，Saburo Nukaduka 

「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」 

10th International 〇〇〇〇〇〇 

San Diego, USA 2020（一般演題） 

 
《発表者名「題名」学会名，都市名，国名，発表年（発表カテゴリー）》 

 

 
 

（国内学会） 

 秋田一郎，蓮沼花子，本道二郎，糠塚三郎 

「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」

〇〇〇〇〇〇学会総会 

横浜 2020 年 4 月（特別講演） 

 
《発表者名「題名」学会名，都市名，発表年月（発表カテゴリー）》 



参 考 資 料 

（様式３） （氏名）秋田 一郎 

秋田大学大学院医学系研究科 

 

 

 

 

番 号 科学研究費などの取得状況 

 
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３ 

（科学研究費） 

題 目 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

交付機関 日本学術振興会 

研究種目 基 盤 Ｃ 

研究代表者 秋田一郎

獲得年度 2018 年度 

研究期間 2019 年４月～2021 年３月

研 究 費 総額 3,000 千円 

 
題 目 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

交付機関 日本学術振興会 

研究種目 基盤Ｃ 

研究代表者 本道二郎（分担） 

獲得年度 2016 年度 

研究期間 2017 年４月～2019 年３月 

研 究 費 総額 3,000 千円（分担額 300 千円） 

 
題 目 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

交付機関 〇〇財団 

研究種目 （研究助成金） 

研究代表者 秋田一郎 

獲得年度 2015 年度 

研究期間 2016 年４月～2018 年３月

研 究 費 総額 3,000 千円 



参 考 資 料 

（様式３） （氏名）秋田 一郎 

秋田大学大学院医学系研究科 

 

 

 

加 入 学 会 

 
１．日本〇〇学会 

 
理事 

 

２．日本〇〇学会 
 

 

３．日本〇〇学会 
 

 

４．日本〇〇学会 
 



参 考 資 料 

（様式３） （氏名）秋田 一郎 

秋田大学大学院医学系研究科 

 

 

 

教 育 活 動 
 

（医学部） 

・2018 年～2020 年 医学部医学科３年次 ２時間／年

講義 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 
・2017 年～2019 年 医学部医学科４年次 ２時間／年

講義 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 
・2016 年～2018 年 医学部医学科５年次 ２時間／年

実習 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 
（大学院医学系研究科） 

 

 
 

（大学保健学科，他大学看護系学部など） 

 

 
 

（教養基礎） 

 

 
 

（その他） 



参 考 資 料 

（様式３） （氏名）秋田 一郎 

秋田大学大学院医学系研究科 

 

 

 

診 療 活 動 

 
・外来 

 
毎週〇曜 平均患者〇名 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

・病棟 
 

平均担当入院患者〇名 

 

・手術 
 

執刀医〇例／年，指導的助手〇例／年 

 

・ 
 

 

・ 
 


